設立12年目の事業年度の事業報告
2023年1月1日から12月31日まで

　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　カウンセリングオフィスSARA

１　2023年度は例年通りカウンセリング事業を中心に活動を継続しつつ、市民講座の会場開催を再開するなどコロナ禍以前の活動を取り戻しつつある1年だった。カウンセリング事業では相談申し込みが多い状態が続いており、前年度はカウンセラーの対応が十分できずに、ウェイティングが多くなり相談につながらなかった相談も目立ったが、今年度は新たにカウンセラーの募集を行った結果、対応できるカウンセラーの枠が増え、相談が受理できる件数が増えている。また、例年は年に1回だった市民講座を2回開催したり、支援を呼びかける動画を作成したりして、一般の方に向けた活動を知ってもらう試みを充実させたことも今年度の活動の特徴だった。

２　事業の実施に関する事項　
（１）特定非営利活動に係る事業
1 精神衛生（メンタルヘルス）に対する相談・検査に関する事業
ア　カウンセリング事業
・内　容　臨床心理学に基づいたカウンセリングや心理療法および心理検査を実施することで、精神衛生上の問題解決や自己理解を支援した。詳しい相談者の内訳は以下の通り。
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	2023年
	3,956
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・日　時　通年
・場　所　事業所の面接室
・従業者人員　12人
・受益対象者　精神衛生（メンタルヘルス）の問題をかかえた方をはじめ一般市民
・支出　17,321,264円

イ　グループワーク事業
[bookmark: _GoBack]・内　容　グループ形式での心理療法を行い、相談者同士の相互援助や問題解決や支援を行っているが、2023年は例年実施している思春期・青年期向けのグループ「クロッカス」はメンバーが集まらず開催は見送られた。
・日　時　各グループによる
・場　所　各グループによる
・受益対象者　精神衛生（メンタルヘルス）の問題をかかえた方をはじめ一般市民
・支出　0円

ウ　低所得者支援事業
・内　容　カウンセリングを必要としていながら経済的に困窮しているためにカウンセリングの費用が出せず、適度な頻度でカウンセリングを受けられなかった方への新しい支援として、横浜市の「よこはま夢ファンド」の助成金を得て、生活保護世帯および非課税世帯を対象として、通常50分5,000円の料金を25回に限り半額の2,500円の料金でカウンセリングを受けられる「ギフトカウンセリング たんぽぽ」を継続して実施した。2023年4月からのよこはま夢ファンドを通じた支援が例年の2/3程度しか集まらず、例年よりも支援可能な人数が大幅に減ってしまう事態となった。一方でたんぽぽの利用を希望する相談者は多く、助成金で補填ができない状況でも予定の人数を超えて申請をある程度受け付ける形にした。
・日　時　2023年1月～2023年12月の間
・場　所　法人事務所
・受益対象者　精神衛生（メンタルヘルス）の問題をかかえた生活保護世帯、非課税世帯、コロナ禍における経済的困難を抱えた一般市民
・支出　1,855,806円

エ　コンサルテーション事業
・内　容　臨床心理学に基づいた専門的な見地から、組織や専門家に向けてよりよい心理支援を行うためのアドバイスや、組織内における心理的援助を円滑に進めるためのアドバイスを行う。2023年は保育園への心理士派遣を継続して行い、専門家向け研修会の講師依頼も1件あった。
・日　時　各案件による
・場　所　各案件による
・受益対象者　精神衛生（メンタルヘルス）の問題を抱えた組織や専門家
・支出　144,000円

a.保育園への心理士派遣
「のぱるキッズ」という保育園から月1回程度の心理士の派遣の依頼があり、2022年10月から派遣を開始して、保育士や保護者からの相談対応を行っている。
日時：月に1回
会場：東京都品川区の「のぱるキッズ」
担当：根岸美知子

b.研修会講師依頼
心理カウンセリングオフィスFLIFEという相談室が企画している研修会において、前年の私設相談室の臨床についての初学者向けの研修に続いて、NPO法人による相談室運営に関する研修会の講師をしてほしいとの依頼があり、代表の山口が『NPO心理相談室に学ぶ、カウンセリングを広げていく仕組み作り』というタイトルでの2時間の研修の講師を務めた。また、FLIFEのオンライン視聴の研修会として視聴期間2023年5月14日～6月14日で実施された。
日時：2023年5月
会場：オンライン(Zoom)
担当：山口剛史

オ　市民講座事業
・内　容　市民に向けて、メンタルヘルスに関する内容の講座を開いて、よりメンタルヘルスの問題の向上に貢献する。2023年はコロナ禍になってから始めたオンラインによる市民講座に加えて、久しぶりに会場での市民講座も開催した。
・受益対象者　精神衛生（メンタルヘルス）の問題をかかえた方をはじめ一般市民
・支出　117,710円

a.クラッシック音楽を使った心理療法で心身を整えよう
―調整的音楽療法体験ワークショップ―
　SARAにおいてグループワークや専門家向け研修会としてこれまで20回実施している調整的音楽療法について、1度体験してみる機会を提供するワークショップを市民講座として開催した。講師は当機関の顧問の森平直子先生にお願いし、ご厚意で講師料は無料という形での実施となった。参加者は18名だった。
日時：2023年7月23日(日) 14:30～16:30
会場：アートフォーラムあざみ野　音楽室
担当：山口剛史

b.つらい感情はどのように変わるのか
―心理療法や研究の知見から見る感情の扱い方－
前年に引き続き、立命館大学の岩壁茂先生に講師をお願いして、感情に焦点を当てたテーマでの講義を行った。Zoomを使ったライブ配信の形式で行い、当日のライブでの受講者は38名だった。当日の視聴ができなかった人に向けて、カード決済で動画の視聴ができるオンデマンド配信に対応したVimeoによる動画公開を行う予定。
日時：2023年12月2日(日) 13:30～16:30
場所：オンライン(Zoom)
担当：山口剛史
2 精神衛生（メンタルヘルス）専門職の技術の向上に関する事業
ア　研修事業
・内　容　精神衛生（メンタルヘルス）に関する専門的なトレーニングを受けた専門家に向け、心理療法や心理検査に関する知識や技術向上のための研修会・スーパービジョン（専門的指導）を行う。例年開催しているグループの研修会は参加者が集まらず、体験グループの実施が難しくなったため中止となった。箱庭・コラージュ研究会は2023年2月に開催した。また、調整的音楽療法の専門家向け研修会は10月から全20回で開催している。
・日　時　各研修会による
・場　所　各研修会による
・受益対象者　精神衛生（メンタルヘルス）に関する専門家
・支　出　172,645円

【研修会紹介】
a. 第71回箱庭・コラージュ研究会ワンデイ・ワークショップ 
沙羅の会の研究活動から始まった研究会。今年度もオンライン形式として開催し、講師は例年通り杉浦京子先生、入江良平先生、篠原道夫先生をお招きした。今年も箱庭療法やコラージュ療法の事例検討会を中心に実施した。参加受講者は28名だった。
日時：2023年2月23日10：00～17：00
会場：オンライン（Zoom）

b.調整的音楽療法グループ
自分の心・身体・周囲で起こっていることをありのままに受け止めることで、自然体でいきいきと生きられるようになるためのトレーニングであり、マインドフルネスの技法のひとつである調整的音楽療法を、専門家向けの研修会としてグローズドグループで週1回、20週に渡って行った。2023年10月からの開催で、参加者は7名だった。
日時：2023年10月8日～2024年3月の日曜18:00～19:15
会場：ギャラリー＆スペース弥平
担当：森平直子

3 　精神衛生（メンタルヘルス）に関する普及啓発事業
ア　ウェブ広報運営事業
・内　容　精神保健や臨床心理学に関わるホームページの運営を行った。前年までと同様にgoogleの行っているＮＰＯ法人向けの無料サービスの活用、カウンセラーによるコラムを定期的な掲載、Facebookとの連動も行っている。2023は「サステナNet」という支援を呼びかけるサイトにSARAの活動を紹介していただき、オンラインのインタビューを元に活動紹介の動画も作成していただいた。その動画をSARAのホームページにも掲載している。また、動画配信サイトVimeoでの市民講座のオンデマンド配信を継続しており、新たに2023年12月に実施した市民講座の動画のオンデマンド配信を準備中。
・日　時　通年
・場　所　法人事務所等
・従業者人員　2人
・受益対象者　精神衛生（メンタルヘルス）の問題を抱えた方をはじめ一般市民、学校および事業者
・支　出 　35,983円

イ　研究報告書、機関紙、書籍の編修および発行事業
・内　容　例年通りニューズレターを発行した。特集ページはオンデマンド配信を行っている内容を取り上げた。また、研究発表という点では3月18日～19日で開催された日本集団精神療法学会にて、オンライン形式による児童・青年期向けグループのテーマ発表者の1人として、山口がグループワークのクロッカスについての実践報告を行った。
・日　時　通年
・場　所　法人事務所等
・従業者人員　8人
・受益対象者　精神衛生（メンタルヘルス）の問題を抱えた方をはじめ一般市民、学校および事業者
・支　出　0円

（２）その他の事業
　　①　施設貸出事業
・内　容　法人事務所の部屋を準会員のカウンセリングに貸出す。2023年は実施していない。
・場　所　法人事務所等
・受益対象者　精神衛生（メンタルヘルス）の問題を抱えた方をはじめ一般市民、学校および事業者

※理事会開催
理事とスタッフの陪席を得て次の日時に計６回開催し、運営上の諸問題を諮った。
第74回(2/19) 第75回(4/23) 第76回(6/4) 第77回(9/10) 第78回(12/10) 
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